
 
第
五
十
一
回 

謡
い
方
講
座
ご
案
内 

 時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
度
も
恒
例
の
謡
い
方
講
座
を
左
記
の
通
り
開
催
し
、
流
儀
の
発
展
と 

斯
道
の
研
鑽
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

各
位
に
は
ご
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
同
好
者
多
数
お
誘
い
の
上
、 

ご
聴
講
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
日 

時 
 

 

令
和
三
年
六
月
十
四
日
（
月
） 

午
後
六
時
始 

一
、
会 

場 
 

 

高
岡
市
江
尻 

高
岡
市
文
化
芸
能
館 

能
舞
台 

一
、
曲 

目 
 
 

素 
 

謡 

籠 

太 

鼓 
                

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者 

一
、
講 

師 
 
 

金 

森 

秀 

祥 

師 

一
、
会 

費 
 

壱 
 

千  

円 

     

（
写
真
撮
影
・
テ
ー
プ
等
の
録
音
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 

上 

令
和
三
年
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

主 

催 
 

宝
生
流
教
授
嘱
託
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

高

岡

支

部 
 

後 

援 

高

岡

能

楽

会 
 
 

 

高
岡
市
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

北

日

本

新

聞
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